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はじめに  天竜川上流域でニホンジカ(以下｢シカ｣)増加に伴う植生の減

少･地表攪乱に対し、1) 石川)を参考に2016年より現地計測とｾﾝｻｰｶﾒﾗ映像の詳細

な分析による関連影響因子を分析している。本報告は植生評価への「LiDAR」活

用した下層植生の実態記録・数量的評価手法などの検討成果を報告する。 

１．流出土砂計測結果と影響因子の検討  (1) 調査概要  山室･座頭

地区は、シカ生息密度が高く調査開始時に既に食害で下層植生が疎生状態で

あったが、忌避植生「クジャクシダ」密生で食害を免れていた｢山室③｣を対象

に、殆ど植生被覆と腐食層のない対象区とともに土砂及び表面流水を毎月回

収し、捕捉量･粒度とシカ活動及び下層植生との関蓮を分析している。    

(2)降雨と流出土砂捕捉状況 外力となる降雨の 2025 年の計測期間の累加雨量は

927mm と最小

で例年の 8 割程度、降雨強度も低く土砂流出量は非

常に少なく山室③ではほとんどみられなかった。他

方、捕捉水量において累加雨量で除した値は以前と

同様にほぼ一定であった(図-２ 参照)。 

(3) 土砂流出に及ぼす影響因子の検討 シカに起因

する土砂流出は一気に進行しない可逆的な現象のた

め、要因との相関を時系列的に分析している(図-3)。

下層植生とともに、特に採食に関連したシカ頭数（「出

現頭回数」）を集計して、採食活動を定量的に把握して

いる(図-３)2) 。(4) 最近のシカの行動変化と影響因子分析における環境変化  2019 年頃までは立入さえ嫌うとされる

シダが枯れた秋･冬期に、密生していた胸髙のササ類群落を採食するシカ群れが頻繁に撮影され、侵入頭数は年1400頭を

上回り、植生被覆率が低下しササ類は急速に棹丈が小型化し、食害を受けやすいスズダケは立枯れてほぼ消滅した。 

   

    

図－１ 調査ﾌﾟﾛｯﾄ概要  (山室第2地区） 

図－２ 捕捉土砂･水量の推移 (年別 山室第２地区) 
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このため冬期の重要な食糧であったササ類が減少･矮小化し、21

年以降シカの採食侵入が激減し、さらに22年2月豪

雪時に凍死･餓死とみられる小型シカの死亡が多発

し、かつて10頭近かった群れは最大３頭となり、年

90頭未満に減小した。これに伴いシダ類の復活の傾向

など植生環境の変化が見られる、 

３. 下層植生の実態調査と評価手法  

下層植生の被覆状況評価において、｢植被率 二極化｣

（定点撮影された写真の緑色色調の相違から植生被覆面積の割合を

算出）は簡便な上 同一地点での継続計測が可能で、広く用いられている。しかし地上写真による解析は撮影高の制限か

ら１ｍ四方の平面的な評価であり、6～10月の間

は植生被覆が100%に近い山室第2③プロットにお

いては評価が難しく、｢V-Value｣ (地上部の植生

体積を概算)を導入したが目視では精度が悪く、

詳細な調査ため調査者が立ち入りは地表攪乱が

生じ、植生変化やシカ侵入による攪乱のような微

妙な要因において重要なポイントと考えられる。

さらにバイオマス 現存量計測(葉･桿等を刈取り

重量計測）は、作業の手間、調査地への負荷、実

施頻度に大きな課題がある。そのため、「i-Pad Pro」に標準装備されている「Li DAR」

機能を活用した記録手法を検討した。これはレー ザ計測と写真撮影により斜面を三次

元的に形状と色調を簡便･,短時間･多時期に計測・記録,が可能で、レーザが到達する８m 程度の範囲に立ち入らず 調査地に

与える影響が少なく 得られたデータの合成・成果確認,が現地でき、さら

に得られた点群データから任意

の縦断図等の作成可能 などの優

れた機能があり、2023年より土砂

回収時に調査プロット周辺を計

測している。得られた３次元デー

タから1ｍ間隔で縦断線を設定し、

４月および 12 月の縦断から地

盤高を推定し、各時期の縦断線との比較により植生断面積を求め V-

Value を算出した(図-６)。今回は捕捉箱上方3ｍまで植生体積を算出したが、従前の3倍の範囲を把握でき、従来の植被

率と比較した(図-７)。  ４．今後の展開  シカ映像の詳細な判読･分析を含めたシカ食害に伴う環境変化と土砂流出

の影響因子の関連解明のため、下層植生の把握･評価について「Li DAR」を活用した下層植生の実態記録・数量的評価が土

砂回収時毎にできようになった。さらに下層植生の質的変化に対し８年前に実施したコドラード調査およびバイオマス計

測など詳細な植生調査を実施し、シカの影響による環境変化を把握し関連性の検討を進めてまいりたい。         
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図－５ シダ類の生育状態とシカの侵入状況 山室③ 
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